
272

　県全体の広範な課題や、各地域における課題について、多様な主体との連携・協働により解決をして
いきます。

　少子高齢化の進行、社会経済のグローバル化や情報化の進展など、本県が取り組むべき課題は複雑化・
多様化しています。
　こうした課題を解決するためには、県民、企業、団体などと目指すべき方向性を共有し、連携・協働
して取り組むことが必要となります。
　経済・社会・環境など広範な課題に対して統合的に取り組むＳＤＧｓは国際社会全体の普遍的な目標
であり、県が目指すべき方向性と同じであることから、様々な主体とＳＤＧｓの考え方を共有し、課題
の解決に連携・協働して取り組んでいくことが重要です。
　また、多様な主体による地域の課題解決に向けた取組や地域における支え合いの仕組みづくり、人材
の育成を進めていくことが求められています。
　さらに、人生100年時代を迎え、技術革新により社会が激しく変化する中で、県民が地域産業の担い
手など、社会を支える人材として生涯にわたり活躍していくためには、誰もが幾つになっても学び直し、
新たなチャレンジができる生涯学習社会を実現していくことが重要です。

　ＳＤＧｓの考え方を広く県民と共有することで、広範な課題解決に向けた多様な主体の取組を促して
いきます。
　また、地域住民による支え合いを促進するため、共助の精神に基づく住民同士のつながりの構築を支

  施策項目 Ⅴ－２－①

　政策分野　Ⅴ - ２　連携・協働による社会づくり

多様な主体の連携・協働により、
様々な課題の解決を図るとともに、

誰もが安心して暮らせる社会をつくります。

多様な主体の連携・協働による社会づくり

目　標

現状と課題

取組の基本方向
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援するとともに、市民活動団体、企業、学校など、様々な主体が連携・協働して行う地域の課題解決に
向けた取組や仕組みづくりを進めます。
　さらに、東京2020大会を契機として機運が高まったボランティア活動に対する県民の理解を更に深
めるとともに、地域活動への参加促進を図るほか、地域活動を支える市民活動団体等の基盤強化につい
て支援します。
　加えて、県民誰もが必要に応じて学習できるよう多様な学びの場の充実に努めるとともに、社会を支
える人材として必要な知識・技術・技能の習得を目的とした学び直しの支援をすることにより、生涯に
わたり活躍していくことができる場づくりを推進します。

　国の「ＳＤＧｓ実施指針」に基づき、県の分野別計
画の策定や改訂の際に、ＳＤＧｓの考え方を積極的に
取り入れるとともに、チーバくんのデザインによるＳ
ＤＧｓシンボルマーク＊の活用や各種セミナーの開催
などにより、県民や企業、団体等へ広く普及啓発を行
います。
　また、社会の様々な分野でＳＤＧｓの達成に向けた
自発的な取組が実施されるよう「ちばＳＤＧｓパート
ナー登録制度」を多くの企業等に活用してもらい、企
業の活動を発信することなどにより、様々な主体にお
ける取組を後押ししてまいります。

Ⅴ－２－①－１ ＳＤＧｓの考え方の理解促進
主な取組

ＳＤＧｓに関する啓発

「ちばＳＤＧｓパートナー登録制度」を
活用した企業等の取組の促進

SDGs

チーバくんデザインによる
ＳＤＧｓシンボルマーク

　県では、ＳＤＧｓを推進する機運を一層高めるため、多くの人に愛されてい

るチーバくんのデザインによるシンボルマーク及びロゴを作成しました。

　普段は赤色のチーバくんが、ＳＤＧｓのアイコンで使用される17色の姿と

なっています。

　このシンボルマークを活用し、より多くの県民や企業の皆様にＳＤＧｓを身

近に捉えてもらえるよう取り組んでいきます。
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　様々な課題に対して、市民活動団体や企業、行政な
ど多様な主体が連携・協働して取り組んでいけるよう
仕組みづくりや人材の育成等を進めます。
　また、介護や虐待、貧困など様々な課題を抱えた方
に対し、多様な主体と連携・協働して相談支援等を行
う中核地域生活支援センター※を運営するとともに、地
域づくりの在り方等を考える地域福祉フォーラムの設
置促進などにより、地域の課題解決を図ります。

　

　多くの県民が地域を支えていく社会の実現に向けて、
ボランティア活動に係る広報・普及啓発や活動環境の
整備を進めます。
　また、地域活動を支える市民活動団体等が安定的・
継続的に活動できるよう、市民活動団体等の組織運営
力、資金調達力等の強化を支援します。

優れた協働事例を表彰する「ちばコラボ大賞」の表彰式

Ⅴ－２－①－２

Ⅴ－２－①－３

多様な主体の連携・協働による
課題解決の推進

地域社会を豊かにする県民活動の推進

優れた協働事例の表彰や周知

協働による地域コミュニティづくりの
普及促進

市町村、関係団体等と連携した
地域づくりの推進

総合相談・生活支援を行う体制の整備

地域福祉の推進体制の設置促進

地域づくりを総合的に
コーディネートする人材の育成

生活困窮者自立支援制度の推進

SDGs

県民の地域活動への参加促進

市民活動団体等への支援及び
支援体制の整備

SDGs
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社会教育士等を対象とした実践研究交流会の様子

　県民が、生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆ
る場所において学習することができ、心豊かな潤いの
ある生活、学習の成果を生かした地域社会における活
動、地域産業の担い手としての活躍などにつなげるこ
とができるよう、地元企業や、ＮＰＯ、大学、専修学
校等、多様な主体と連携して社会変化に対応した学習
や学び直しの機会の充実を進めます。
　また、地域の学びを支える人材である社会教育士の
活用を図り、地域社会が一体となり、地域の学びの場
の質の向上を目指します。
　あわせて、障害のある人が社会で自立して生きるた
めに必要となる力を生涯にわたり、維持・開発・伸長
できるよう、学校卒業後も生涯学習施設等において主
体的に学び続けることができる機会の充実に努めます。

Ⅴ－２－①－４ 生涯学習社会を目指した取組の推進

生涯学習の成果を生かし
社会に貢献できる仕組みづくり

県民への多様な学習機会の提供

障害のある人の生涯を通じた
多様な学習活動の推進

県立図書館の機能の充実

SDGs
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